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資 本 の 循 環 と 費 用

吉 田 央

1個 別資本の循環 とその構成

自己増殖する価値である資本は,最 初に投下 された貨幣σが生産過程 ・流通

過程を経過 し,剰 余価値4Gを ともなって回収 され る運動を行 う。剰余価値を

ともなって回収された資本は,次 の過程の最初のGと して再び資本の 自己増殖

運動へ と投入される。つまり,資 本の自己増殖過程 は終点が同時に始点である

ようなものとして,一 つの循環をなしている。

資本循環運動は,大 ぎく分けて次の3つ の段階Pか ら構成 されている。その.

第1は,最:初 の貨幣Gが,労 働力Aお よび生産手段Pinに 転換される段階であ

る。すなわち,貨 幣の投下によ6て 社会的な流通(「市場」)か ら労働力および

生産手段 を購買 して くる段階であるg

第2は,購 買されてきた生産手段 と生 きた労働が結合 され.新 しい使用価値

に転換される生産過程Pで ある。 ここでは生産手段は商品ではなく,生 産の要

素にす ぎない。生産過程は,社 会的な流通に対 して直接の接触を持たず,個 別

資本の内部に社会的な流通から隔離されて存在 している。この生産過程の結果

として,新 しい使用価値がつ くり出され,資 本循環の次の段階が始まる。

資本循環の第3の,そ して最後の段階は,生 産過程の結果つくり出された新

しい使用価値が,商 品としてその交換価値を実現し,同 じことであるが,同 時

に一方では次の循環 を始めるに足る資金と,他 方では利潤が獲得される段階で

D現 実には必ず しも生 産期 間 と流通期間 をは っき り区別 する ことは難 しい。 た とえば商品の輸送

は生 産の性格 を もっているが,輸 送中の商品が在庫 の役割 も兼 ねているこ とが多い。 しか し そ

の点に深入 りす ることは本稿 の課題 をこえるので.こ こでは生産期 間 と流 通期間は明確に区別で

きる もの と考 えている。
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あ る。 こ の資 本 循 環 の全 過 程 を通 じて資 本 は 自 ら を再 生 産 し,利 潤 を獲 得 す る

の で あ る。

こ の関 係 を図 示 して み よ う。 ま ず 始 め に,資 本 家 は 不 変 資 本 σ 十可 変 資 本y

に等 しい貨 幣 額 を持 って 出発 し,そ れ を生 産 物 に変 換 し,さ らに それ を費 用K

+利RIMに 等 しい価 格 で 販 売 す る。 資 本 家 の貨 幣 と生 産 ・消 費 され る使 用 価 値

を2つ の軸 とす る と次 の よ うな 図 形 が 書 け る2)。
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新 しい使用価 値の生産(生 産的消費).

この四角形は.左 辺で資本家の貨幣支出を表し,右 辺で売上高中の費用およ

び利潤を表 している。さらに上辺は消費された使用価値を表 してお り.下 辺は

生産された使用価値を表 している。

2)こ の ような 「資本循環 の図式」は,基 本的 な着想 としては既 にK.Marx,「 資本論」第2巻 第

4章 「資本循環 の3っ の図式 」で示 唆 されていた もので ある。 また,筆 者 とは異 なった図式 であ

るが,安 藤金 男,資 本循環 論についての一考察一 『循環過程 の三つ の図形』 を中心 として 「経

済科学(名 古屋大 学)」,1968年,1工4p.で も資本循環 を図式化 して示 そ うとい う試 みぶ行 われ

ている。
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この 図形 に お い て,資 本 の 循 環G-W・ ・.p… 甲 一G'は.最 初 に7+Cの 貨

幣 額 を表 す左 辺 か ら始 ま り,生 産 手 段 を労 働 と結 合 して新 しい使 用 価 値Wを 作

り出 す生 産 的 消 費 の 過程(下 辺)を 通 り,作 り出 され た 冊 を販 売 して,費

用+利 潤 の貨 幣 額 を表 す 右 辺 を通 って 再 び左 辺 に復 帰 す る運 動 と して 捉 え る こ

とが で き る。 そ の と き消 費 され た 生 産 手 段 は補 填 され,労 働 力 は労 働 者 の 個 人

的 消 費 活 動 に よ って 再 生 産 され なけ れ ぼ な らな い。 この 図式 の上 辺 は その こ と

を示 して い る3)。

さて,こ.の 資 本 運 動 を よ り詳 し く分 析 して み よ う。 た だ し以下 では 問 題 を純

粋 に 考 察 す るた め,研 究 の範 囲 を流 動 資 本 に限 定 す る。 また,用 語 の 便 宜 のた

め に 流 動 不 変 資 本 を 「原 料 」 と随 時 略 称 す る。

資 本 範 式 を直 接 に現 実 の時 間 の 中 に埋 め込 む と,次 の よ う な資 本 回 転 の表 象

が 得 られ る。 まず,労 働 力 や 原 料 な ど生 産 に必要 な要 素 を回 転 の 開 始 にす べ て

購 入 し,つ い で手 元 に あ る生 産 の要 素 を利 用 して生 産 を行 な い,製 品 が で きあ

が った らそ れ を販 売 す る とい う もの で あ る。 この と き,購 入 され る生 産 手 段 の

単 価 をC円,1日 の労 働 者 一 人 当 り賃 金 をy円,製 品 の 単 価 をP円 と して,製

品 単 位 量 あた りに必 要 な労 働 力9お よ び生 産 手 段 の 量 をL人,A量 と し,作 り

出 され る製 品 の数 量 をア量 と し,さ ら に資 本 の 循 環 の第1・ 第2・ 第3各 段 階

の長 さ を.盟 日,η,日,7》 日 とす る。 す る と次 の諸 関 係 が得 られ る。

資 本 循 環 の第1段 階 に お い て は,(y× 五)人 の労 働 力 と(Y×A)量 の生

産 手 段 が 購 入 され る。 そ の た めに 支 払 わ れ なけ れ ば な らな い貨 幣 は

(y×L×V)十(YxA×C)円

で あ る。 これ が全 体 で 照 日 で支払 わ れ る わけ で あ るか ら,各 期 間 で の購 入 が

均 等 に行 な われ るな らば1日 あた りの 貨 幣 支 出 は

3)こ の図式(特 にこの上辺)は,生 産手段 と消費手段が区別されない1財 モデルによって作 られ

ている。

4)本 稿では,労 働 日の長さは常に一定 と考 えている。したがって労働の必要量と労働力の必要量
コ 　

は常 に比例す るの で,量 的 には どち らか一方 のみについて考察すれば よい。本稿 では労働 力の必

要量 に限定す るので,労 働 力X人 と書かれ ている場 合で も,実 際には労働量X(人 ・日)を 意味

して いる場合 もある。
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{(Y×L×.γ)十(rxAxC)}÷ 既

とな る。 この段 階 を通 じて,貨 幣 が(YxL×V)+(y× △ ×C)円 減 少 し,

Lの 労 働 力 と,4の 生 産 手 段 が 購 入 され る。

循 環 の 第2段 階 で は,第1段 階 で購 入 され た(Yx乙)人 の労 働 力 と(Yx

A)量 の生 産 手 段 を用 い て,あ らた にY量 の製 品 が 作 り出 され る。 そ の た め に

はT♪ 日の 時 間 が 必 要 とされ る。 乃 日の時 間 が経 過 す る以 前 は,生 産 過 程 に

あ る存 在 は 製 品 と して の使 用 価 値 を もた ない 中 間 製 品 であ る。

循 環 の第3段 階 で は,第2段 階 で生 産 され たy量 の 製 品 を販 売 して,Y×P

円 だ け貨 幣 が増 加 す る。 こ の販 売 に はTV日 必 要 で あ るか ら,第1段 階 の と こ

ろで 考 察 した よ うに,1日 あ た りの 販売 量 はy「 ÷TVで あ り,貨 幣 収 入 はpx

Y÷TVで あ る。 こ こ で循 環 の第1段 階 に 支 出 され た 費 用 が 回 収 され,利 潤 が

獲 得 され る。

こ の資 本 回 転 の 認 識 に よ って,貨 幣 ・生産 手段 お よ び労 働 力 ・製 品 の貨 幣 で

表 され た ス トッ ク量 の変 化 を,回 転 の最 初 の 時 点 を0と して図 示 す る と第2図

の よ うに な る。 な お,簿 記 の通 例 に した が っ て製 品 は そ の原 価 で 評価 され る も

の とす る。

生 産期 間 の 間 は 生 産 手段 ・労 働 力 お よ び製 品 は使 用価 値 と して の み機 能 し商

品 と して の規 定 性 は 隠 れ て い る。 そ の た め,生 産期 間 の 始 め で 生 産 手 段 ・労 働

力 を示 す 線 は 途 切 れ,か わ りに生 産期 間 の終 わ りに 製 品 を表 す 線 が 突 然 現 わ れ

て い る。
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II個 別資本の現実的な回転.(単 純再生産の場合)

資 本 の 循 環 範 式 を そ の ま ま現 実 の 時 間 の 中 に埋 め 込 む と,以 上 の よ うな 回転

の 認 識 が 得 られ る。 しか し,現 実 の資 本 の 回転 では,そ の過 程 の 最:初に生 産 過

程 にお い て 必 要 とな る全 て の生 産 手 段 ・労 働 力 をま とめ て購 入 す る必 要 は な い 。

生 産 過 程 の 進 行 につ れ て,必 要 な と きに必 要 な もの が 準 備 され て いれ ば よ い の

で あ る。 また,貨 幣 を追 加 的 に投 入 して 必要 な生 産 手 段 ・労 働 力 を購 入.し,生

産 過 程 を継 続 す るこ とが で き るの だ か ら,生 産過 程 が 終 了 し てか ら全 て の製 品

が 販 売 され,完 全 に貨 幣 が 回収 され る まで生 産 を中 断 す る必 要 もな い し,回 収

され て きた 貨 幣 を利 用 せ ず に た め て お く必 要 も ない 。 何 よ り この よ うな 回転 模

型 では 「3循 環 の統 一 」 と して の資 本 が ま った く表 現 され て い な い こ とが 問題

で あ る。

本 稿 の前 節 に お い て資 本 運 動 を視 角 的 に 表 現 す る 図形 を示 して お い た。 現実

の資 本 は,「3循 環 の統 一 」 と して,そ の 図 式 の全 ての 辺 を 同時 に行 な って い

る。 つ ま り個 別 資 本 は社 会 的 流 通 か ら生 産 手 段 と労 働 力 を引 き上 げ,社 会 的流

通 へ 製 品 の 商 品 を送 り込 む運 動 を同 時 に行 な っ てお り,労 働 者 は 労働 と生 活 で

の消 費 活 動 を同 時 に行 って い る。 この よ う な個 別 資 本 の運 動 は 「並 列 的連 続生

産 」 模 型 と して研 究 され て い る。 並 列 的 連 続 生 産 に お い て は さ ぎに述 べ た 単純

な回 転 模 型 で の 問題 は一 応 解 決 され て い る。

「並 列 的 連 続 生 産 」 模 型 は,① 生 産 過 程 は さ らに細 か く 「工 程 」 に分 割 さ

れ,② 多様 な段 階 にあ る生 産 過程 が 並 列 して 存 在 し,③ 各工 程 お よび 販 売

過 程 の長 さ の 比 率 に 比例 す る量 の(中 間)製 品 が存 在 す るよ うに 編成 され た 回

転 模 型 で あ る5)。本 稿 で は 次 の よ うな並 列 的 連 続 生 産 模 型 を考 え る6)。

5)並 列的連続生産のこの規定は公文俊平,前 貸資本量と資本の回転 ・構成 「経済評論」,1962年.

155p.に よる。なお.あ る回転単位の生産過程が終わ ったら鹿ちに次の回転単位を開始する(つ

まり,最初の回転単位の流通過程と,次 の回転単位の生産過程が並列進行する)よ うな連続生産

方式でも,生産過程を連続 して行うことはできる。公文論文ではこの連続生産方式は 「単線的連

続生産」と名付けられている。資本論での主な分析対象はこの単線的連続生産方式であり,そ の

ほか松石勝彦,回 転期間と資本前貸の大きさ ・価値増殖 「経済論叢」,1988年 など多くの論文/
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(1)生 産 過 程 は,第1工 程,第2工 程.… ….第 π工 程 に 分 割 さ れ,そ れ ぞ れ

下汐(1),乃(2),… …,Tp<n)日 の 時 間 が か か り.1日 あ た り 五(1),L(2),

… … ,L(n)の 労 働 力 とA(1),A(2),・ ・・…A(n)の 生 産 手 段 を 必 要 とす る 。
カ

した が 一,て,生 産 過 程 全 体 で は7》=Σ 乃(の 日が必 要 で あ る 。
,i1

② 生 産 手 段 や 労 働 力 は,必 要 と され る と き に初 め て購.入され る。

こ こで.資 本 運 動 の 基本 細胞 を なす 製 品 一 ロ ッ ト当 りのG-W…P・ ・lW一Gf

運 動 を 回転 単 位 と名付 け よ う。 並 列 的 生 産 模 型 で は,い ろい ろな生 産 ・流 通 段

階 に あ る複数 の 回 転 単 位 が 同時 に存 在 す るの で あ る。例 として,生 産 過 程 が そ

れ ぞ れ1日,2日,3目 必 要 な3つ の工 程 か らな り,製 品 の 販 売 に2日 必 要 で

あ る と きの 回 転 単 位 の編 成 の状 態 を示 して み よ う。 エ,2.3は それ ぞれ の生

産工 程 を示 し,Zは 流 通 過 程 を示 すg幽

第3図 並列的連続生産の例
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＼で も単線的連続生産 を取 り上 げている。 しか し(本 稿 では取 り上 げなか った論 点であ るが),こ

の連続生産方式で は回収 された資 本は一時的 に遊休する場合が多 く,資 本 の遊休 は資 本増殖上不

利に作用す る。いいか えれ ば,同 じ規模 の資 本増殖 を行 うた めにぽ,単 線的連続生 産 より並 列的

連続生産の方が必要前貸資本量 が一般に少ない。 したが って現実の資 本運動 では特殊 な事情 がな

い限 り単線的連続生産 は採 用 されない と考 えられ る。

6)公 文 。p.cit.で の並 列的 連続 生産において ぽ,そ れが単純再生産 に限定 され ている ことを別に

すれ ば,〔1)固 定 資本の減 価償却 を行 ってい ること,(2>流 通 費の支 出が明示 されている こと,

〔3)流 通期 間 も一 つのプ ロセス と見な されてい ること,④ 販 売代 金の回収は流通期間の終わ り

に集 中 して行 われ る と考え られてい ることが ここでの並 列的連続生 産 との差異で ある。本稿 にお

いて減価償却 や流 通費を無 視 した理由 は,無 用の混乱 を防 ぐためで あって,本 稿での分析 に とっ

てはそれ らを付 け加えて も分析が若丁複雑 になるだ けで,特 に新 い,知 見 をもた らす ものでは な

い。
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まず,一 つ の 回転 単位 にお け る費 用 につ い て考 え て お こ う。一 つ の 回 転 単位

に つ い て分 析 す る こ とは,上 の図2の 横 軸 方 向 を見 な が ら分 析 す る こ とに な る。

並 列 的 連続 生 産 では 生 産 手 段 ・労 働 力 は必 要 と され る と きに 初 や て 購 入 す れ ば

よい の だ か ら.そ の 回 転 単 位 が第f工 程 に あ る と きに は,1日 に 製 品1個 あた

りL(の の 労 働 力 とA(の の 生 産 手 段 を購 入 す れ ば よい(も ち ろ ん労 働 日 の長

さは 一定 と考 え てい る),し た が っ て,づ 工程 にあ る製 品1個1日 あ た りの貨

幣 支 出 は,7・Cを 前 と 同 じ く労 働 力 ・生 産 手 段 の 価 格 とす れ ば 次 の よ うに な

る。

(五(の ×V)十(A(の ×C)

これ をM(の で表 そ う。 た だ し,ブ は その 回 転 単 位 の回 転 開 始 か らの 日数 で あ

る。

第4図3の 回転単位 での み,且,ル 「の問の関係

第1工 程 第2工 程 第3工 程 第 η工程

労 働 力

生産手段

製 品当 り
貨 幣支 出

L(1)

A(1)

M(1)

L(2)ljL(2)

A(2)iム(2)
.i

M(2)ijMて3)

L(3)}L(3)

A(3)A(3).._.

M(4);M「(5)

L(η)

A(n)

M(乃)

第 ゴ工程 は、 乃 σ)日 継 続 され るの で,第 ゴ工 程 全体 で は1日 あ た り貨 幣 支

出 に7♪(の をか け た{(L(の ×の 十(A(めxC}xTp(の の貨 幣 が 支 出 され る。

これ をKb(の で表 そ う。 生 産 過 程 は 第1工 程 ～第 π工 程 か らな って い る ので.
り

単位回転全体では製品1つ 当りEKp⑦ の費用がかかることになる。これを
じ　 ユ

K〃 で あ らわ そ う。 流 通 期 間 で の費 用 を無 視す れ ば,こ れ が 製 品 一 つ 当 りの原

価 にな る。1つ の回 転 単 位 でy量 の製 品 が 生産 され るか ら,全 体 の貨 幣 支 出は

K♪xyと な る。

販 売 期 間 にお いて は,Y量 の生 産物 がTV日 で販 売 され るか ら,1日 あ た り

販 売 され る量 はY÷TVと な る。 した が って,1日 あ た り回 収 され る費 用 は
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勘X(y÷ 乃)と な り,製 品 一 つ あた りで はKp÷ 乃 で あ る7》。

この よ うな並 列 的 連 続 生 産 にお いて は,常 に い ろ い ろ の段 階 に あ る 回転 単位

が 同時 に存 在 して い る。 した が っ て資 本 ス トッ クの 中 に は貨 幣 の ス トック ・中

間製 品 の ス トッ ク ・製 品在 庫 ス トッ クな どの成 分 が 同時 に存 在 す る こ とに な る。

よ り具体 的 には,過 程 す る資 本 は ス ト ック量 で あ る貨 幣 ・生 産 手 段 在 庫(原 料

在 庫 ・機 械 在 庫 ・い ろ い ろ な 状態 の 中 間 製 品 ・利 用 中 の 機 械)・ 製 品在 庫 か ら

構 成 され て い る 。 これ らの ス トッ ク量 は期 間 か ら期 間へ と繰 り越 され て行 く も

の で あ る。

種 々 の ス トッ クを 資 本 の性 格 で み る な ら ば,貨 幣 ス トッ クは貨 幣資 本 で あ り,

原 料在 庫 ・機械 ・中 間製 品は 生 産 資 本 で あ り,製 品在 庫 は 商 品 資 本 で あ る。 こ

れ か ら先 の 考 察 では,減 価 償 却 費 は利 潤 の 一部 と して 処 理 し8),費 用 か ら除外

す る。 ま た,労 働 力 消費 量 と労働 力 購 買 量 の差 も無 視 し9〕,流 通 過 程 に は 費用

が かか らな い もの とす る。

まず 単純 再生 産 に つ い て考 察 しよ う。 並 列 的 連続 生 産 の場 合,単 純 再 生 産 と

は 毎 日同 じ量 の 生 産 が開 始 さ れ る こ とで あ る。 毎 日Y量 の生 産 が 開 始 され て い
か

る とす れ ば,1日 全 体 の 貨幣 支 出 は Σ(Y×M(の)に な る。
」=L

7)従 来,こ の分 野の研究 は一つの回転単位におけ るフP一 の生産 ・流通 ・回転期間 をス トックで

ある資本全 体に安 易に拡大適用 しが ちであったよ うに思われ る(た とえば一つの回転単位 の長 さ

で1年 を割 って 「年 回転数」 を算 出す るな ど.本 稿の分 析か ら明 らかにな るように,必 要 な前貸

資 本量や1年 間の資本 フローは単位回転 の長 さの みな らず連続 生産の編成の仕方や単純再生産 ・

拡大再生産の別 などによって も異 なるか ら,単 純 に割算 した だけでは正 しい年 回軒数は求 め られ

ない 。)この点 に関す るよ りくわ しい批判 は本稿の主要な課題では ないの で省略す るが,公 文op.

dt.や,八 木紀 一郎,マ ル クス にお ける資本 と時 間(1・2)「 岡山大学経済学会雑誌 」(1)1982

b年,(2)1984年 を参照 。また,J.Robinso11夫 人 もマル クス におけるフ ロー とス トックの混乱 を

指摘 しているQ(∫,Robins。n,AnEssayonMarxianEconomics,1947.戸 田武 雄 ・赤谷良雄

訳 「マノレクス経済学 」1951年 邦訳8p.)

ここで とられ てい る立場か らい えば,固 定生産 手段が どの製品に どれだけ価値を移転 したか を8)

厳密 に知 ることはで きない し,そ れ を知 る必要 もない。 必要 な時に固定資本が全体 として購買 で

きるだけの貨幣 ス トックが存在 していればいいので ある。

9)一 般的 な資本制経 済の労働契 約の 竜とでは,労 働力 自体 をス トックす ることはで きない。言 い

換 えれば,労 働 力が 利用されなか ったか らとい って後の期間 に繰 り越す ことはできない。 利用 さ

れ なか った労働 力は社内での余剰労働者や人材派遣業(こ の場合 には社会的 に余剰 労働者 を集中

して資本 家に とっての空費 を節約する役割 をはた してい る)の 形態で現 象す る。
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第5図 ス トッ ク と フ ロー の 関 係

労 働 力購入重 労働 投入量

貨 幣 一一一一一一一伽 労働 カ ー一一一一一一レ 製品 在庫

1溜… 　 …_諜
量 費

未使用の機械在庫 利用中の機械
機械消費量

今 度 は い ろい ろ な段 階 に あ る回 転 単 位 の集 合 全 体 の費 用 を検 討 す る。前 の 図

3に お い て,た と えば9日 目な どを見 れ ば,第1工 程 にあ る回転 単位 が 左 横 の

番 号 でIXの1つ,第2工 程 に あ る もの が～旺,.皿 の2っ,第3工 程 に あ る もの

がIV,V,VIの3っ,販 売 過 程 に あ る製 品 が 皿,皿 の2つ と,回 転 単位 の量 が

工 程 の長 さ に比 例 して い る こ とが わ か る。 そ れ に 対 し て1・日 日な どは ま だ回 転

単 位 の量 と工 程 の長 さ が比 例 的 で は ない 。 つ ま り 「並 列 的 連 続 生 産 」 に おい て

は,回 転 単位 の量 が 各工 程 の 長 さ と比 例 して い な い 「建 設 期 」 と,比 例 的 に な

って い る1定 常 期 」 を 区 別 す る こ とが で きる。 最 初 に 「多 くの年 の流 れ の 中 の

1年 」 で あ る定 常 期 か ら考 察 し よ う。

まず あ る1日 で の貨 幣 支 出 と費 用 を検 討 す る。 これ は 図3を 縦 軸 方 向 で分 析

す る こ と に対 応 す る。 定 常 期 に お い て は,各 工 程 に あ る回 転 単 位 の 量 と その 工

程 の 長 さが 比 例 して い るか ら,1日 に投 入 さ れ る生 産 手 段 ・労 働 力 の量 はそ.れ

そ れ 次 の よ う}こな:る。れ ほ
Σ{A(のxTp(のxy}.Σ{L(のX:Z》(のxy}

でニ ユ ゴ　 　

した が っ て1日 の 貨 幣 支 出 は
ロ
Σ{(L(の ×乃 》(∫)×YxV)十(A(の ×7♪ σ)xrxの}
げロ ユ

とな り,こ れ はKρxyに 等 しい。

一 方
,販 売 過 程 に製 品1つ1日 あ た り(ゆ ÷乃)の 費 用 が 回収 され,定 常

期 に お い て は 販売 期 間 の長 さ(乃)と 一 つ の 回 転 単 位 あた り生 産 量(Y)に 比
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例 した製品量が販売されているから,1日 で全体 として回収される費用は,

(Kp÷TV)×TV×Y=Kp×Y

であり,そ の口に支出され る貨幣額に等 しい。つまり,並 列的連続生産方式で

の定常期では,支 出される貨幣すなわち需要 としてのC・7と,回 収される費

用 としてのC・ γは等しいといえる。つま 肱 単純再生産の定常期 においては,

支出される貨幣は販売か ら回収され る費用部分によって完全にまかなわれ,新

たな資本を追加的に投入す る必要はないのである。

今度は建設期について考察してみよう。建設期 においては,ま だ各工程にあ

る.回転単位の量が各工程の長さと比例的になっていないが,容 易に知られるよ

うに建設期においては生産過程より販売過程にある回転単位の数が少ない。 し

かも,最 初の回転単位が販売過程に入るときには,す でに生産過程 では工程の

長 さと回転単位の量の比例的関係が成立 してお り,定 常期の時 と同 じだけの貨

幣が支出され るのである。つま り.最:初 の回転単位が販売過程にはいる前には

回収され る費用は存在 しないのに貨幣が支出される(も ちろん生 産 に生産手

段 ・労働力が必要 ならば)。 最初の回転単位が販売過程に入ってか らは,貨 幣

支出は定常期 と同じであるのに回収され る費用はそれ より少ない。結局,建 設

期においては支出される貨幣は回収され る費用よ りも常に多い。

最初の回転単位が販売過程にはいるときまでには当然一っの回転単位 も販売

されていない。 したが って費用 としてはまった く回収されないので,そ の日に

支出された貨幣額がそのまま貨幣支出と回収される費用の差額になる。一つの

回転単位において,第 歪日に製品1単 位 あた りに支出され る貨幣額 をM⑦ と
ゴ

す る と第 づ日 に支 出 され る貨 幣 の総 額 は 属(r×M(の)と な る。

したがって,回 転単位の生産過程全体には 乃 日が必要だから,最 初の回転

単位が販売過程に入るとき(図3で は7日 目)ま でに,貨 幣支出 と回収される
ゆ げ い

費 用 の さ の合 計 は Σ{Σ(Yxm(の)}と な る。 これ を41と し よ っ。
ノ日 工 ロ　エ

最初の回転単位が販売過程 に入ってか ら定常期 に移行するまでは,貨 幣支出

をまかなうみには足 りないが,費 用の還流がいくらかは始まる。図3か ら容易
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に 知 られ る よ うに,最 初 の販 売 が始 ま って か ら定 常 期 まで の間 は ゴ日 日の販 売

過 程 に 、i-Tp個 の回 転 単 位 が存 在 して い る。 した が って ピ日 日に 回収 され る

費 用 は{(Kpx〕 の ÷TV}× σ一丁の で あ る。 また,こ の期 間 で は支 出 され る費

用 は定 常 期 の分 析 の 時 と同 じ く1日 あた りK♪ ×yで あ る。 した が って,歪 日

目に 回収 され る費 用 と支 出 され る貨 幣 の 差 額 は

⑳ ・Y)・(・一与 勤

で あ る。 最 初 の回 転 単 位 が 始 ま って か ら 乃 十 物 日10)が経過 す る と定 常期 に

な るが,定 常期 に は こ の差 額 は0に な る。定 常 期 に な るの は 恥 十TV日 日だ

か ら,定 常期 に な るま での,貨 幣 支 出 と回収 され る費 用 の 差 額 の合 計 は

Ω・鑑{(Kp・y)・(・ 一 ≒ 劉

一Q・ 慮[Kp・y・{・ 一(f÷TV)}コ ーQ・+ゆ ・y・7"計

とな る。 これ をQ2と す る。

ま とめ る と.建 設 期 に お い て は,最 初 は 貨 幣 の支 出 だ けが 行 な われ,し か も

その 額 は だ ん だ ん増 大 す る。 そ して 最:初の 回 転 単 位 が 販 売 期 間 に は い る と貨 幣

の支 出額 は一 定 に な り,だ ん だ ん 回 収 され る費 用 の額 が増 え て く る。 そ して.

回収 され る費 用 の 額 と,貨 幣 の 支 出 額 が 同 じに な っ た 時 点 で定 常 期 に な り,そ

れ 以後 は 支 出 され る貨 幣 と回 収 され る費 用 は一 致 す る。

貨 幣 の 支 出 額,回 収 され る費 用 の額,支 出 と回収 の差 額 を図 で示 す と次 の よ

うに な る。

第6図 単純再生産 におけ る支 出 と回収の変 動(M(カ が すべて等 しい場合)

y× κP

0
.

TP支 出 !イ ー 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一
ノ ロ

,TV回 収
!!1

差額

YXKp 」

10)厳 密 には7♪+TV口 目にはす でに定常期 に なっているが,本 稿で は記述 の便宜 のた めに建設期

にいれ てある。 これ は議論の本質 とは関係が ない。
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1日 目か ら 乃 日 日ま で は,製 品 の 産 出 が 行 なわ れ ず 貨 幣 の投 入 が 行 な われ

る の で あ る。 した が ワて 投 入 され た 貨 幣 は す べ て 中 間 製 品 の形 態 を と って い る。

そ の 中 間製 品 の評 価 額 は も ち ろん 投 入 され た 貨 幣 額 に等 しい。 つ ま り.1日 目

か ら 乃 日 日の 間 に..貨 幣 資 本 は 減 少 す るが それ と同額 だ け生 産資 本 が増 大 し.

資 本 全体 と して は 変 化 が ない の で あ る。

T♪ 日日か ら 乃+7勧 日 日に関 して は,も はや 中 間製 品 の量:は変 動 しない 。

と こ ろが,こ の 期 間 には 製 品 在 庫 が増 大 す る。 販 売過 程 に お い ては,TV日 で

Y量 の 製 品 が 販 売 され る。 した が って1日 当 りの生 産 が 完 了 して在 庫 に な る製

品 の量 はYで あ り,製 品 を原 価 で評 価 す れ ばYxKpの 貨 幣 額 に な る。 これ は

この 日に支 出 され る貨 幣 額 に等 しい か ら,結 局 この 日の 貨 幣 支 出 と販 売 に よ

る回 収 の差 額 に等 しい だ け在 庫 が 増 加 してい るの で あ る。 つ ま り,こ の期 間 で

は貨 幣 資 本 は減 少 す るが 同 額 だ け商 品資 本 が 増 加 す るの で(利 潤部 分 を別 に す

れ ば)資 本 全 体 と して は や は り変 化 が な い の で あ る。

Tヵ十TV日 日以 降 で は 中 間製 品量 ・製 品在 庫量 ・貨 幣額 と も に一 定 に な るg

も う一 つ 注 意 しなけ れ ば な らな い こ とは,販 売 期 間 が長 くなれ ば それ だ け在

庫 の 量 も多 くな る とい う こ とで あ る。逆 に い えば,在 庫 が 増 加 す る な らぼ 販 売

期 間 が長 くな る の で あ る。 つ ま り,販 売 期 間 の 長 さは 市場 の状 態 だ け で決 ま る

もの では な く,市 場 の 状態(販 売量)と 資本 家 が どれ だ け在 庫 を保 持 す る か と

い う意 思 決定 の両 者 の 結果 と して 決 定 され る。

III個 別資本の現実的な回転(産 出が変動する場合)

この節 では 産 出 量 が 変 動 す る場 合 の資 本 回転 を考 察 す る。 最 初 は 拡 大 再 生 産

の場 合 を検 討 しよ う。 単 純 再 生 産 で は 各 回転 単位 の 製 品 量 はyで 一 定 と.考えた

が,拡 大 再 生 産 の場 合 に は ∫日 日に 開 始 され る回 転 単 位 の 製 品 量 をY⑦,成

長 率 を9と す る とY(の=y。 ×(1+g)ゴ ー1で あ る。 拡 大 再 生 産 の 場 合 に も単 純

再 生 産 の 時 と同 じ よ うに(1)1日 目か らTρ 日 日ま で,《2)恥 十L日 日か ら

乃 十乃 日 日ま で,③7》 十TV十1日 目以 降 とい う3つ の 段 階 を区 分 に従 っ
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て 考 察 す る。

1日 目か ら 乃 日 目ま で は,支 出 だ け が 行 なわ れ る。 ブ 日 日に開 始 され た 回

転 単位 の ゴ日 日 σ〉 　')の 製 品1単 位 当b支 出 額 ばM(i-j+1)で あ る か ら.
ゴ

ゴ日 目の貨 幣 支 出 の 総 額 は Σ(r(カ ×M(i一 ゴ+1))と な る 。
トエ

乃 十1日 目か らTか 十TV日 日 ま では,だ んだ ん費 用 の 回収 が始 ま る。`日

目に 生 産 過 程 に あ る回 転 単 位 は,∫ 一7♪ 十1日 目か ら`日 目ま で に開 始 され た

回 転 単 位 で あ る.し た が っ て,づ 日 目の支 出額 は 次 の よ うに な る。
ピ

Σ{Y(ブ)X(ゴ ー ノ十1)}
ゴ　 ボ　 ア ク　 エ

それ に対 して,ゼ 日 目に販 売期 間 に あ る回 転 単 位 は,1日 目か ら げ一 聯 日

日 ま で に 開始 され た 回転 単位 だ か ら,ゴ 日 目に回 収 され る費 用 は次 め よ う にな

る。
ゴ アや

Σ{Y(ノ)x(ゆ ÷Tの}
エニユ

した が って,回 収 され る費 用 と支 出 の差 額 は次 の よ うに な るg

ぽ{Y(ノ)・(ゆ ÷7の};息 辞(プ)・M(∫ 一ノ+1)}

こ こで,

穿{y(ゴ)X(ゆ ÷TV)}一 重}r(ノ)xMσ 一ノ+1)}
ノニゴ　アカ　ユ'iエ

ぐ 穿{Y(i_Tか)×(働 ÷ ア汐)王一 歯{Y(i-Tp)×M(∫ 一ノ+1)}
ノヨゴ　アカキエノコエ

=Y(%一Tfi)× て穿(働 ÷7の 一 堂Mσ づ+1)}
」=`一τρ+1'=1

アク

ニY(i-Tp)X{(ゴ ー 乃)xKp÷7"一 翼
、M(ノ)}

=Y(i一 刀)x{(ノ ー乃)xK戸 ÷TV-Kp}

=y(ゴ ーTp)xKpx(ゴ ー2》 一TV)÷ 恥 く0

だ か ら,こ の期 間 に お い て も常 に 支 出 が 回 収 され る費 用 よ り多 い。

乃+乃+1日 目以 降 は,単 純 再生 産 な らば 定 常 期 に あ た る期 間 で あ る。 こ

の期 間 で は,ゴ 日 目に生 産過 程 に あ る回 転 単 位 は,∫ 一 丁♪十1日 目か ら ゼ日 目

ま で に 開始 され た 回 転 単 位 で あ う。 したが っ て,`日 日の支 出額 は 次 の よ うに

な る。
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ゴ

Σ{y⑦ ×M(ゴ ーノ.1.1)}
ノヨじ　アや　　

そ れ に対 して,ゴ 日 日に販 売期 間 に あ る回転 単位 は一 一乃 一丁η一1日 目か

ら`一 刀 日 目ま で に 開 始 さ れ た 回 転 単位 だ か ら,ゴ 日 日に 回収 され る費 用 は

次 の よ うに な る。
トアや

Σ{y(ノ)x(Kp÷ 物)}
ゴヨご　アぢ　アゆ　　

回収される費用と支出の差額は次のようになる。
'書

{Y(カ ×(恥 ÷TV)}一 重{y(ノ)×M(ゴ ーノ+1)}
ノユゴ　アカ　　ゴニビ　アク　アび　　

この,費 用 と支出の差額について次の不等式が成 り立つ。
'首{

Yσ)x(ゆ ÷TV)}一 重{Y(ブ)×M(∫ づ+1)}
∫=1-TP十1r一一i-TP-Tv十1

.ξ丑{Y(i-Tp)x(ゆ ÷7。)}一 重{ア(げ 乃+1)x盈(ゴ ノ+1)}
'=`一TD十1ノ　ゴ　アク　アひ　ユ

ーr(卜 窃盗 轄 鯉 ・助 一(・+鵡 μ ゴーゴ+1)}

アク
ニrα 一助)x{働 一(1+9)ΣM(ゴ)}

ノi工

=r(ゴ ーT?)×{働 一(1十9)Kp}

=一Y(i-T∫))xgxKp〈Q

上 の 不 等 式 よ り,拡 大 再 生 産 の場 合 に は 「定 常期 」 に 入 って も支 出 され る貨

幣 の方 が 回 収 され る費 用 よ り も大 ぎい こ とが わ か る。 づ ま り,一 定 率 の拡 大 再

生 産 が 行 な われ る場 合 に に,絶 え ず新 しい 資本 を追 加 して 行 か な けれ ば な らな

い ので あ る。 しか も,貨 幣 の 支 出 額 と回収 され る費 用 額 が 増 加 率9で 増 加 して

行 くか ら,追 加 しな けれ ば な らな い資 本 額 も増 加 率9で 増 加 して い く。 これ は,

回 収 され る費 用 は,昔 の ま だ 生 産 の規 模 が 小 さか っ た頃 に支 出 され た もの で あ

り,現 在 の生 産 規 模 に 比 較 す れ ば 少 な い か らで あ る。

最後 に,生 産 が循 環 的 変 動 をす る場 合 につ い て検 討 す る。 循 環 的 な変 動 の モ

デ ル と してY④=γo十Y,xsin(α ×の とす る。 この 場 合 も,乃+TV+1日

目以 降 の ∫ 日 日に支 出 ・回 収 され る貨 幣 は 次 の よ うに な る。
ガ

支 出=Σ{r(ノ)xjMσ 一ノ+1)}
ノ昌'一TD十1
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ピ　アカ

回収=Σ{Y(カx(Kρ ÷7の}
ゴヨゴ　アカ　アロ　ユ

回収 され る費用と支出の差額は次のようになる。
i-Tp

E{Y
3=i-Tp-Tv+1(ノ)・(幽 ÷ 乃)し 毒.、{Y(ノ)・ 聯一 ブ+・)}

こ こ で,
ぱゴ　ア

Σ{Yo×(ゆ ÷TV)}一E{Yob(M(∫ 一ノ十1)}=0
ゴコド　アカキエカノヨト フ　カ　アロホ　

で あ るこ とを考 え る とr問 題 と な るの はy(ブ)の うち,Y,×SIR(α ×の の部 分

だ け で あ る こ とが わ か る。Y、 は 単 な る係 数 で あ るか ら これ も無 視 す る と,回

収 と支 出 の差 額 は 次 の部 分 に よ って 規定 され てい る。
トアカ

Σ{sin(α ×ノ)X(ゆ ÷7の}
ゴ=ゴー1ψ 　 1「v}1

ず

一Σ{・in(α ×ブ)×M(∫ 一ノ+1)}
ノヨピ　アジキ　

づ一ブ を新 た に ノ と書 き直 す と.

鎌 槻 寇 す る部 分 竺+T…-E{57。(・×(∫一ノ))・ ⑯ ÷7・)}
j一一Tp

_磨1{,i。(ax(げ 一ノ))・M(ノ+・)}… …(・)

ノの

sin(αX¢ 一力)=sin(αXのCOS(α ×ノ)一COs(ax()sin(α ×ゴ)で あ る こ とを考 え

る と,(*)式 は 第1項 ・第2項 と もに

Xsin(α ×`)十Ycos(axの ま た はZsin(α ×∫一β)

ただ しX,y,Z,R43iと 無 関 係

の形 を してい る。 した が って,こ の モ デ ル で の支 出 と回 収 の 差 額 は 生 産 変 動 と

同 じ周 期(2π/α)の 循 環 的 変 動 を行 うが,支 出 ・回収 ・差 額 の 位 相 は ず れ て い

る こ とが わか る。 支 出 と回収 の 差額 の累 積 額 も同 じ周 期 で の循 環 的 変 動 をす る。

こ こま で の結 論 と して,単 純 再生 産 の 「定 常期 」 にお い て は支 出 され る貨 幣

と回収 され る費用 は一 致 す る。 しか し,単 純 再 生 産 の 「建 設 期 」 な どの 中 間 製

品や 製 品在 庫 が拡 大 す る時 期 に は一 致 せ ず,支 出 が 回収 を上 回 る。

以 上 の 考 察 で は 生 産 され た製 品 は必 ず 費 用 に利 潤 を 加 えた価 格 で 販 売 され る

と仮 定 して きた 。 しか し販 売 が い つ もそ の よ うに な る とは 限 ら ない 。 生 産 され

た 製 品 が 利 潤 を生 む 価 格 で販 売 で き るか ど うか は,そ の 製 品 に対 す る需 要 が ど
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れ だ け あ るか に依 存 す る。 この 問 題 を解 くた め に は,他 の資 本 や 労働 者 の 需 要

との 関係 も考 察 しな け れ ば な ら な い。 実 は,こ の 問題 は個 別 資 本 に お け る支 出

と回収 の 違 い と社 会 的 再生 産 と の関 係 の問 題 な の で あ る1D。

IV社 会的な費用と再生産

本稿の第2節 では,個 別資本の回転の視座か ら,需 要 として支出されるγ ・

Cと,費 用 として回収され るV・Cは 必ず しも一致せず,特 に単純再生産の建

設期や拡大再生産の場合など,経 済が成長期 にあるときには貨幣支出が費用回

収を上回り,資 本の追加が必要であることを示 した。

ところが,社 会全体 をとってみると,つ ねに需要=貨 幣支出が販売額に等し

くならなけれぼならない。この個別資本における支出二回収 と社会全体におけ

る支出;回 収は一体 どうした ら両立可能だろうか。

この問題の解決は,商 品の価格が費用のみならず利潤 も含んでいるとい うこ

とによって与えられる。つまり,社 会的にある商品に対する需要がその商品の

費用を超過 している限 り,そ の商品は需要 一費用に等しい利潤を実現すること

ができるのである。逆に,需 要が費用を下回る場合には利潤はマイナスになウ

ざ る を得 ない 。

とこ ろで,社 会 的 な再 生 産 の使 用価 値 の 側 面 ほ ど うな って い る で あ ろ うか。

社 会 的 な再 生 産 全 体 で あ って も生 産 され た 使 用 価 値 の全 てが 販 売 され.消 費 さ

れ.るわ け で は な い 。生 産 され たが 販 売 され なか った使 用価 値 は,在 庫 の増 加 と

11)筆 者 は本稿 で示 した ように資 本回転論 を個別資本 の運動 と構 造を解 明する場所 と考 えてい るが.

この よ うな立場 に立 つ研究 としては,公 文俊 平氏の もの のほか,馬 場克三 氏や藻利 重隆氏 などの

経営学者 の諸研究 がある(馬 場 克三,循 環 ・回転の問題 と経営学.「 資本論講 座3」,1964年 や.

藻利 重隆,企 業 における資 本 と費用,「 一橋 論叢」,1957年 他 の諸論文 を参照)。 それに対 して 」[」

田鋭 夫氏は,資 本回転論の視座 と課題(上 ・下)「 経済科学(名 古屋 大学)」,1971年,(上)43

p.に おいて 「個別資本 としての個別資 本……の論理 な ど何処に も存 在する もので はない。第2部

第2篇 までは,全 資本が あた かも一資 本か らなるかの ように して資 本一般が叙述 され るのである。

それ は論理 の抽象段階 として,当 然かっ必要 な方法 であ る」か ら,「 資本一般 を多数 の諸資本 の

絡 み合いにおいて察す る第2部 第三篇 の論理 次元 にた って,そ の ような第2篇 までの限定 され た

方法 を顧みる とき,そ の と きはじめて,第2篇 までは個 別資本の論理 として も意義づ け られ うる

ので ある,」(傍 点は山 田氏 による)と 述 べている。
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して蓄 積 の一 形 態 をな して い る。 こ の部 分 は 実 現 され てい な い利 潤 で あ る と考

え られ る。 ま た.逆 に生 産 量 以 上 の消 費 が行 なわ れ るな らば,過 去 か ら積 み 上

げ られ て きた在 庫 の食 いつ ぶ しが行 なわ れ る。

こ こま での 考 察 を ま とめ て.社 会 的 な 再生 産 全 体 の 図 式 を も う一 度 作 成 して

み よ う.こ こで は 額 の 側 に(需 要 と して の)9卍 が 劾 贋 用 ・利 潤 の側

に(費 用 と して の)C・yと 利 潤 が あ り,さ らに生 産 され た使 用 価 値 の消 費 の

され 方 には労 働者 消 費 ・消 費 され た生 産 手 段 の補 填 ・在 庫 の増 加 が あ る。 これ

ら全 て に資 本 家 消 費 を付 け加 え て,そ れ を4つ の 辺 に配 置 して 図 式 を作 成 す る

と次 の よ うな 図式 が で き る。 もち ろ ん,こ の 図 式 にお い て は そ の各 辺 の長 さ は

必 ず し も量 的 比 率 を表 す もの で は な い 。 なお,こ こ で も簿 記 の通 例 に した が っ

て未 実現 商 品 に 関 して は 原価 で あ るC・ γ 部 分 だ け を計 上 して あ る。

第7図 社会 的な再 生産 の図式

(消費的生産)

資本家 労働者 生産財

y商 未

品 実

Cの 現

皿 商 実

現

y品 さ

れ

Cの た

費

用

・

利

潤

新 しい使用価値の生産(生 産的 消費)

この図で,明 らかに資本家の消費する財の総価格が需要 としての資本家消費

であり,需 要の足 りない部分は売れ残 って在庫増加になるg労 働者が受け取 っ

た賃金に等 しい額の消費を行なうならば,労 働者の消費する財の総価格が需要

.としてのア部分に等 しい。しかし,こ こにおいて も需要としてのy・Cと,費
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用 と して のV・Cは そ の大 きさ が必 ず し も一 致 す る とは 限 ら ない(む しろ一 致

して い な い の が通 常 で あ る)。

い うま で も な く,社 会 的 な再 生 産 全 体 にお いて も.こ の 四角 形 の4つ の辺 は

す べ て 同 時 に 行 な われ て い るの であ る。 社 会 的 な再 生 産 は,商 品 の再 生 産 と し

て み れ ば 一 方 に需 要 ・他 方 に費 用 ・利 潤 を もち,使 用 価 値 の再 生 産 と して は 新

しい使 用 価 値 の生 産 とそ の 消 費 の2面 の 統 一 で あ る。 そ の こ とを 図形 に よ って

示 す な らば 図7の よ うな四 角 形 が 描 け る の で あ る。


